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セルフメディケーション推進を�
取り巻く環境

山岡（司会）　OTC医薬品卸座談会を始めます。
2024年５月に大衆薬卸協議会は「OTC医薬品卸協
議会」に名称を変更し、同じタイミングで『セル
フメディケーション推進ビジョン』を発刊いたし
ました。本日は、検討委員としてビジョン策定の
中心的な役割を担われた４名にお集まりいただき
ました。前回の『セルフケア卸将来ビジョン』の
発表から約７年が経ち、大きな社会変化がありま
した。まずは、OTC医薬品卸の事業環境とその変
化について、皆さまからお話しいただきます。

●医療用医薬品卸や行政との連携を深める
松井　第一に、今回改めて『セルフメディケーショ
ン推進ビジョン』を策定したことと、協議会の名
称を変更したことをアピールしたいと思います。
これまで大衆薬あるいは一般薬として保険医療の
外側に位置づけられ、私ども大木でも、家庭薬卸
として医療とは異なる環境で事業を進めてきまし
た。そのような事業環境から、セルフメディケー
ションやスイッチOTCが推進され、薬局やドラッ
グストアとともに医療との連携が進むに伴い、セ
ルフメディケーションの体制を構築するコンセン
サスができつつあります。この流れを振り返ると、
このたび、大衆薬卸ではなくOTC医薬品を中心に

社会で様々な役割を果たす流通団体としてOTC医
薬品卸協議会と名称を変更したことに大きな意義
を感じています。
　私たちOTC医薬品卸企業は、生活全般の日用品
や化粧品、ペット、園芸などの商品も取り扱って
いますが、業界内や行政と連携し、OTC医薬品に
焦点をあてた団体活動に注力しようという思いが、
新たな協議会名に込められています。立ち上げた
ばかりですので、認知されていないことは否めま
せんが、医療用医薬品卸の皆さんをはじめ、行政
や各関係団体と連携し、セルフメディケーション
におけるOTC医薬品の役割を正しく伝える流通団
体として活動していきます。
　医薬品全般を取り巻く環境を見ると、医療用医
薬品は薬価が立て続けに下がって厳しい環境にあ
りますが、OTC医薬品市場もコンシューマー商品
として価格競争が行われ、メーカーの製造コスト
や卸の流通コストはかなり早い段階から厳しく抑
えられてきました。そのような中、OTC医薬品の
メーカーや卸は薬局など小売とも一緒になって、
知恵を絞りながら厳しい事業環境に対応してきま
したが、社会環境が大きく変化している中で行政
を含めてさらに連携を深めていく必要があると認
識しています。

●卸として商品流通の視点を持つ
関　2017年の『セルフケア卸将来ビジョン』策定

OTC医薬品卸を取り巻く環境変化と�
� 「セルフメディケーション推進ビジョン」
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OTC医薬品卸を取り巻く
環境変化と

「セルフメディケーション�
� 推進ビジョン」

O T C 医 薬 品 卸 � 座 談 会

2024年５月、大衆薬卸協議会は「OTC医薬品卸協議会」へ名称を変更し、
『セルフメディケーション推進ビジョン』を発刊した。国民皆保険維持の観点からも

セルフメディケーション推進に向けた社会的要請が一段と高まる中、
2025年１月には「セルフケア・セルフメディケーション推進に関する有識者検討会」が
再始動するなど、セルフメディケーションを取り巻く環境は大きく変化している。

そこで、ビジョン検討委員会委員を中心にお集まりいただき、
OTC医薬品卸の現状やOTC医薬品卸協議会の取組み、OTC医薬品卸の目指すべき方向性

などについて語り合っていただいた。

松井�秀正 ─────── OTC医薬品卸協議会会長（㈱大木�代表取締役社長）

関　�光彦 ───────（㈱PALTAC�常務執行役員店舗支援本部長）

維田�敏郎 ───────（アルフレッサヘルスケア㈱�商品本部�仕入管理部�部長）

佐藤�雅昭 ───────（㈱リードヘルスケア�事業企画本部営業企画部営業企画課�課長）

山岡�研一（司会）　───（㈱大木�取締役執行役員�業務本部長兼経営企画室長）

出席者（順不同）

日時：令和７年３月18日（火）17：30～18：30　場所：（一社）日本医薬品卸売業連合会応接室
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定要指導医薬品の新設が盛り込まれました。オー
バードーズ問題によって指定乱用防止医薬品の新
設の話も出ており、今後は薬剤師の役割がますま
す高まるのではないかと思います。そのような動
きも正しく情報提供しながら、OTC医薬品卸とし
ての機能を高めていかなければならないと考えて
います。

●�デジタル化においてOTC医薬品卸だからできる
こと
山岡　今回のビジョンが前回から大きく変わった
ことの一つに、ヘルスリテラシーを始め、生活者に
とって情報に接する機会が大幅に増えたことや、技
術革新に伴うデータ連携、デジタルトランスフォー
メーション（DX）の進展があるのではないかと思い
ます。そのあたりの変化についてはいかがですか。
関　DXの視点で考えると、軽度な病気は薬局やド
ラッグストアで一般用医薬品を買って治す流れを
つくろうとしていながら、セルフメディケーショ
ン税制ではレシートを取っておかなければならな
いということがあります。まったくデジタル化・
データ化が進んでおらず、旧態依然としたアナロ
グの世界で、それがセルフメディケーション税制
の広がりに影響しているのではないでしょうか。

また、オーバードーズ問題では、例えば、電子お
薬手帳に医療用医薬品の成分データとともに、一
般用医薬品の情報も管理するよう、業界として働
きかける必要があるでしょう。そのことが今回の
ビジョンに加わった大きな要素だと思っています。
　厚生労働省のセルフケア・セルフメディケー
ション推進に関する有識者検討会の動きもありま
すが、OTC医薬品卸だから推進できることをしっ
かりと議論し、業界として進めていかなければな
らないと考えています。
松井　医療用医薬品は保険医療制度の中でデータ
がしっかり管理され、行政当局が決めたルールに
則った対応が求められている一方で、小売企業
のPOSデータはマーケティング用途であり、命に
関わる医療用医薬品データとPOSデータは別物に
なっています。
　そこで、厚生労働省の指導のもと、OTC医薬品
の商品マスタを整備することによって、医療用医
薬品とOTC医薬品の連携を進めると同時に、健康
食品を始めとするコンシューマー商品群を含めた
セルフメディケーションを推進したいと思ってい
ます。つまり、OTC医薬品のデータが結節点とな
ることで、医療と生活関連商品のデータ連携の精
度やデータカバー率が向上すると考えています。
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には、セルフケアやセルフメディケーションを進
めていく上で、業界団体として一つの指針をつく
ろうという松井秀夫前会長の強い意向がありまし
た。その後、2019年末からは、新型コロナウイル
スの感染拡大という大きな変化に見舞われました。
それに伴い、生活習慣は大きく変化し、セルフメ
ディケーションの重要性が高まりました。また、
セルフメディケーション税制が導入されたものの、
税制を利用する人は広がっていません。セルフメ
ディケーションの重要性は認識されつつも、それ
が拡大していかないことが、我々にとっての取組
みテーマだと感じています。ただ、我々OTC医薬
品卸は生活者に接する小売業でもないし、医薬品
をつくるメーカーの立ち位置でもありません。中
間流通業として、セルフメディケーション推進に
どのように関わっていけばよいのかを考えた時、
基本となるのは商品流通の視点を持つことが大切
だと思っています。
　ここ数年間のコロナ禍によって事業環境は大き
く変わりましたが、各OTC医薬品卸企業は今回の
ビジョンに記されているセルフケア卸の指針や卸
機能の向上などを十分に踏まえ、中間流通業とし
て生活者にいかに貢献できるかをしっかり考えて
事業を進めていく必要があると思っています。今
回のビジョンでは、業界団体としてやるべきこと、
中間流通の卸としてやるべきこと、個々の企業が
やるべきことが、極めて明確に示されていると感

じています。

●就業者数が減少に転じている
維田　前回のビジョンのときは、少子高齢化が
キーワードになっていました。その状況はいまも
変わっていません。先日、あるデータを見ていた
ら、就業者数は昨年まで伸びていました。１人当
たりの労働時間は減っているものの人数は増えて
いたのですが、今年からいよいよ減少に転じると
のことです。このことで、国の歳入は減ります。
つまり、医療費を支える人が減り、使用する人が
増えることになります。また、今回のビジョン策
定後に、高額療養費の自己負担額を引き上げる話
が出てくるなど、医療財政が厳しさを増している
と感じました。そのような背景もあり、今後ます
ますセルフメディケーションが推進されるのでは
ないかと期待しています。

●情報を伝えてヘルスリテラシー向上に貢献
佐藤　中間流通業の立場で得意先を通して生活者
に貢献するには、商品の提供だけでなく、正しい
情報を適切に伝え、ヘルスリテラシーの向上を
図っていかなければならないと感じています。そ
れはOTC医薬品卸にとって、昔から変わらない役
割だと思いますが、改めてしっかりと対応してい
く必要性を痛感しています。
　最近では、閣議決定された薬機法の改正案で特

O T C 医 薬 品 卸 �
� 座 談 会
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『健康生活支援』『介護』領域の市場拡大と新市場
の創出に貢献」と書かれています。前回のビジョ
ンでは地域包括ケアシステムが立ち上がったタイ
ミングでしたが、健康寿命延伸サポートに対して
セルフケア卸としてどういう役割を果たしている
かについてお話しください。
維田　地域包括ケアシステムについては、前回の
ビジョンから７年以上経過しましたが、なかなか
進んでいないという印象を持っています。一つに
は担う人材が少ないことから、DXを進めなけれ
ばならないと思います。それに対して、私たちは
OTC医薬品卸としてどう関わっていけるのかが課
題だと感じています。私たちは介護事業者と直接
的なつながりは薄く、薬局の薬剤師等が主になっ
ています。その中で、私たちは物流に加えて、い
かに情報を伝えていけるのかも重要になると思っ
ています。薬剤師等がOTC医薬品の正確な情報を
持って、地域包括ケアシステムの中で役割を果た
してもらう、ということです。その体制はまだま
だできていないので、それをつくっていかなけれ
ばならないのではないでしょうか。

●緊急時での安定供給も大事な役割
山岡　前回のビジョンから７年余の間には、新型

コロナのパンデミックがあり、気候変動に伴う災
害が頻発しています。従前の機能に加えて、私た
ちOTC医薬品卸やセルフメディケーションを推進
する立場から、パンデミック対策や災害対策を充
実・強化させる必要性が高まっていますが、その
あたりはいかがでしょうか。
佐藤　パンデミック対策や災害対策では、商品の
安定供給が求められます。そのため、小売業とも
連携し、店頭の状況を確認しながら、OTC医薬
品卸としての役割を果たしたいと思います。食品
では防災におけるローリングストックという考え
方がありますが、災害時に求められる商品はメー
カーからの供給が止まることに備えた在庫の適正
化を図ることも必要かもしれません。
関　情報伝達の重要性の話がありました。それは
非常に重要な機能ですが、パンデミックや災害な
どの緊急時でも商品をしっかり小売業の店頭へ届
けることが、地域の生活者に貢献することにもつ
ながります。物流で果たすOTC医薬品卸の機能も
しっかり示していかなければならないのではない
かと思っています。
松井　医療用医薬品業界では、災害対策として毎
年訓練を行い、地域で連携を図ることを推進して
います。ただ、実際の災害現場において、病院の
医師に処方してもらうことが難しくなった場合、
フリーアクセスのOTC医薬品はかなり力を発揮す 
るのではないでしょうか。もちろん医療用医薬品
しかないものには対応できませんが、緊急事態に
おいては、OTC医薬品が代替できる軽い症状や 
慢性疾患にはかなり役に立ちます。現在は、その
体制がまだ整っていないので、小売企業の薬剤師
や登録販売者が中心となって、軽度の治療やプ 
ライマリ・ケアの窓口になることが大事ではない
でしょうか。その際に、商品を届ける機能を発揮
することが緊急時におけるOTC医薬品卸の大き 
な役割だと思っています。現に、パンデミック時
に医療用医薬品が厳しい状況に置かれた状況で、 
OTC医薬品が役割を果たしたことがありました。
そのあたりの認識を深めてもよいのではないで
しょうか。
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そのためには、業界団体をはじめ、医療用医薬品
企業、競合会社、小売業やOTC医薬品メーカーと
の連携など、オープンなデータ連携や協業の仕組
みづくりが大事でしょう。
　また、各社は個人の健康情報や購入データを収
集分析し、方針を決めていると思いますが、各社
のデータと業界共通のデータは重複しているので
はないでしょうか。もし、協業すれば、データの
収集や分析にかかる人員や様々な作業のコストが
削減でき、データを共有することで新しい価値が
生まれる可能性も高まります。共有されたデータ
や削減できたコストを競争の原資にすれば、業界
全体のレベルアップが図れるのではないかとの思
いを強めています。

●セルフケア推進の第一歩はデータ管理
維田　世間一般では生成AIを活用してDX・AIが
推進されていますが、松井会長がお話しされたと
おり、OTC医薬品に関してはこれらを進める前
提が整っていないと感じています。セルフメディ
ケーションの推進にあたって、医師は患者が服用
する薬をきちんと管理することが重要であり、薬
局でスイッチOTC薬を買ってください、という世
の中になったとしても、医師がその薬の中身を分

からない状況ではセルフメディケーションは進ま
ないでしょう。きちんとしたOTC医薬品のデータ
が医療の場にも共有されていて、薬局の薬剤師や
登録販売者がその情報を見ながら患者さんと話が
できる道筋をつくる上でも、OTC医薬品のデータ
ベースを構築することから始めないと何も進まな
いと感じています。
佐藤　私もセルフケアに関わる商品を広く活用し
てもらうには、商品のデータをしっかり整備して
いくことが重要だと思っています。地域医療にお
いて、中核となる病院や自治体、介護施設などと
も連携し、未病の予防やセルフケアに役立てても
らうには、配合成分のデータを管理していくこと
が第一歩であり、セルフケア卸として地域生活者
の健康やセルフケアに貢献でき、活躍の場が広が
るのではないかと思っています。

OTC医薬品卸協議会の取組み

●地域包括ケアシステムで果たす役割
山岡　ビジョンは、セルフケア卸の指針、卸機能
の向上、持続可能な流通体制という三つの柱で構
成されています。セルフケア卸の指針には、「健康
寿命延伸産業として『セルフメディケーション』
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『健康生活支援』『介護』領域の市場拡大と新市場
の創出に貢献」と書かれています。前回のビジョ
ンでは地域包括ケアシステムが立ち上がったタイ
ミングでしたが、健康寿命延伸サポートに対して
セルフケア卸としてどういう役割を果たしている
かについてお話しください。
維田　地域包括ケアシステムについては、前回の
ビジョンから７年以上経過しましたが、なかなか
進んでいないという印象を持っています。一つに
は担う人材が少ないことから、DXを進めなけれ
ばならないと思います。それに対して、私たちは
OTC医薬品卸としてどう関わっていけるのかが課
題だと感じています。私たちは介護事業者と直接
的なつながりは薄く、薬局の薬剤師等が主になっ
ています。その中で、私たちは物流に加えて、い
かに情報を伝えていけるのかも重要になると思っ
ています。薬剤師等がOTC医薬品の正確な情報を
持って、地域包括ケアシステムの中で役割を果た
してもらう、ということです。その体制はまだま
だできていないので、それをつくっていかなけれ
ばならないのではないでしょうか。

●緊急時での安定供給も大事な役割
山岡　前回のビジョンから７年余の間には、新型

コロナのパンデミックがあり、気候変動に伴う災
害が頻発しています。従前の機能に加えて、私た
ちOTC医薬品卸やセルフメディケーションを推進
する立場から、パンデミック対策や災害対策を充
実・強化させる必要性が高まっていますが、その
あたりはいかがでしょうか。
佐藤　パンデミック対策や災害対策では、商品の
安定供給が求められます。そのため、小売業とも
連携し、店頭の状況を確認しながら、OTC医薬
品卸としての役割を果たしたいと思います。食品
では防災におけるローリングストックという考え
方がありますが、災害時に求められる商品はメー
カーからの供給が止まることに備えた在庫の適正
化を図ることも必要かもしれません。
関　情報伝達の重要性の話がありました。それは
非常に重要な機能ですが、パンデミックや災害な
どの緊急時でも商品をしっかり小売業の店頭へ届
けることが、地域の生活者に貢献することにもつ
ながります。物流で果たすOTC医薬品卸の機能も
しっかり示していかなければならないのではない
かと思っています。
松井　医療用医薬品業界では、災害対策として毎
年訓練を行い、地域で連携を図ることを推進して
います。ただ、実際の災害現場において、病院の
医師に処方してもらうことが難しくなった場合、
フリーアクセスのOTC医薬品はかなり力を発揮す 
るのではないでしょうか。もちろん医療用医薬品
しかないものには対応できませんが、緊急事態に
おいては、OTC医薬品が代替できる軽い症状や 
慢性疾患にはかなり役に立ちます。現在は、その
体制がまだ整っていないので、小売企業の薬剤師
や登録販売者が中心となって、軽度の治療やプ 
ライマリ・ケアの窓口になることが大事ではない
でしょうか。その際に、商品を届ける機能を発揮
することが緊急時におけるOTC医薬品卸の大き 
な役割だと思っています。現に、パンデミック時
に医療用医薬品が厳しい状況に置かれた状況で、 
OTC医薬品が役割を果たしたことがありました。
そのあたりの認識を深めてもよいのではないで
しょうか。
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6

・内閣府の薬局の利用に関する世論調査（2020年10月調査）によると、「かかりつけ薬剤師・
薬局を決めている」または「薬局は一つに決めているがかかりつけ薬剤師は決めていない」
方は、年代が上がるに連れ増加傾向にあり、60代では28.1％、70歳以上では45.2％となる。

薬局を一つに、薬剤師を一人に決めているか

出典：内閣府　薬局の利用に関する世論調査（2020年10月調査）

7

・薬局を利用した際に相談したい内容は、「病院や診療所で処方された薬について」が49.1％
と最も多いものの、「市販薬について（17.2％）」、「病気や体調について（16.4％）」、「サプ
リメント・健康食品について（8.6％）」といったセルフメディケーションに直結する内容の
相談を求める方が相当数存在する。
・後期高齢者医療費が増大する中、高齢者はもちろんのこと若年層から幅広い世代に対して、
薬局・薬剤師によるカウンセリング機能の発揮が期待される。

薬局を利用した際に薬剤師に相談したい内容

出典：内閣府　薬局の利用に関する世論調査（2020年10月調査）

4

・疾患別医療費の推移では、医科診療医療費の内、生活習慣病医療費（悪性新生物、糖尿病、
高血圧性疾患、虚血性心疾患、脳血管疾患の合計）は2003年に7.95兆円であったものが、
2020年に9.48兆円（2003年比119％）と増加した。
・2003年から2020年にかけて特に構成比が増加した疾患は、「神経系の疾患」が8,801億円（構
成比+2.2％）増加、「筋骨格系及び結合組織の疾患」が8,138億円増加（同+1.2％）、「損傷、
中毒及びその他の外因の影響」が8,689億円（同+1.4％）増加した。

・生活習慣病は、不適切な生活習慣（肥満，塩分過多，運動不足，喫煙，過剰飲酒，ストレス
など）により進み、生活習慣の改善により予防できるが、そのリスクは生まれつきの体質
（遺伝子）が関係している。

疾患別医療費の推移

出展：厚生労働省　国民医療費の概要

単位：億円

5

・我が国は、人口減少と高齢化が急速に進展する中、公的保険外の予防・健康管理サービスの
活用（セルフメディケーションの推進）を通じて、生活習慣の改善や受診勧奨等を促すこと
により、「健康寿命の延伸」と「新産業の創出」を同時に達成し、「あるべき医療費・介護費
の実現」を達成することが必要不可欠である。
・生活習慣病等に関して、「重症化した後の治療」から「予防や早期診断・早期治療」に重点
化するとともに、地域包括ケアシステムと連携した事業（介護予防・生活支援等）に取り組
むことが求められる。

目指すべき医療費の支出「予防・健康管理への重点化」

出典：経済産業省ヘルスケア課　健康経営の推進について（2022年 4 月）

は、企業・業界の垣根を越えて物流リソースに関
する情報を共有し、保管・輸送経路等の最適化な
ど物流効率化を図るために経済産業省と国土交通
省が策定したフィジカルインターネットのロード
マップを掲載しているので、ご覧いただければと
思います。

●医療用医薬品卸でもビジョンの活用を
山岡　競争から協働・協業への移行は、OTC医薬
品卸協議会にとって最も重要なポイントの一つか
と思います。
　最後に本日の座談会の締め括りとして、松井会
長にセルフメディケーション推進に向けた決意を
お願いいたします。
松井　医療用医薬品卸とOTC医薬品卸の違いの一
つには、行政の関与度の違いがあります。医療用
医薬品は行政の指導のもと、各社が事業を進めて
きましたが、OTC医薬品への行政の関与は緩やか
であったこともあり、データ化が進んでいない、

2

・平均寿命と健康寿命との差は、男性では2001年の8.67年から2019年の8.73年と0.06歳広がり、
女性は2001年の12.28年から2019年の12.07年と、0.21歳縮まったものの、男女ともに平均寿
命の伸びに健康寿命の伸びが追いついていない。これは日常生活に制限のある期間、いわゆ
る不健康な期間が増加していることを示している。

・国連の「持続可能な開発目標（SDGｓ）」の中で、健康な生活とウェルビーイング（well-
being）のためのグローバル・アクション・プラン（SDG 3 ：あらゆる年齢の人々の健康
的な生活を確保し、福祉を推進する）が掲げられている。
・厚生労働省が2021年に発表した「主な国の平均寿命の年次推移」によると、日本の平均寿命
は男性が81.47歳、女性が87.57歳で、国別順位では女性が世界 1位、男性は世界 3位となっ
ている。
・一方で厚生労働省が掲げる21世紀の健康指針を表した「健康日本21」では、がんや循環器病
などの「生活習慣病」の増加、また高齢に伴う「寝たきり」や「認知症」の増加が問題視さ
れている。
・加齢が最大要因と考えられる認知症。平均寿命の伸長、高齢者数の増加に伴い、認知症患者
数は増加傾向にある。2025年には高齢者の 5人に 1人が、2040年には高齢者の 4人に 1人が
認知症を発症し、953万人に上ると推計される。

平均寿命：2001・2004・2007・2013・2016・2019年は、厚生労働省「簡易生命表」
2010年は「完全生命表」

出典：厚生労働省「e-ヘルスネット」

平均寿命と健康寿命の推移

3

②医療費の増大と健康寿命延伸へ向けた取組み

・国民医療費は2000年の30.1兆円から2019年の44.4兆円へ増加したが、2020年は新型コロナウ
イルス感染症による受診控えが影響し、43.0兆円と一時的な減少を示したが、2021年は45兆
円と再び増加した。
・将来の医療費の見通しでは、2025年に54.9兆円、2030年には62兆円と推計されている。
・後期高齢者医療費は急速に増加しており、2019年は17.1兆円（国民医療費に占める構成比は
38.5％）と過去最高を更新し、2022年は18.4兆円（予算ベース）と2008年から1.6倍と推計さ
れる。
・医療費が増え続ける要因としては、医療技術の進歩、高齢者人口の増加、縮まらない平均寿
命と健康寿命の差、疾病の構造変化等が考えられるが、国民皆保険制度により何時でも誰で
も何処でも手軽に医療が受けられるフリーアクセスも一つの要因といえる。

医療費の推移

出典：財務省　財政制度分科会（社会保障参考資料）

1

第 1章　市場環境の変化

◇少子高齢化の影響により医療費は膨張。社会保障制度は危機的状況

①人口減少と高齢化

・日本の人口は、戦後のベビーブームと高度経済成長を背景に急激に増え続け、1950年に8,411
万人だったものが、1985年には12,000万人を突破した。
・2008年の12,808万人をピークに減少に転じ、2020年の国勢調査では12,615万人、2050年代に
は 1億人を割り込み、2070年には8,700万人になると推計されている。
・年齢階級別には、2020年の国勢調査によると、14歳以下の年少人口が1,503万人（総人口の
11.9％）、15 ～ 64歳の生産年齢人口が7,509万人（同59.5％）、65歳以上の高齢者人口が3,603
万人（同28.6％）となっている。
・高齢化率（総人口に占める65歳以上人口の割合）は団塊の世代が後期高齢者（75歳以上）と
なる2025年には30.0％、2070年には38.7％になると推計されている。
・かつて4.0を超えていた合計特殊出生率（一人の女性が生涯に何人子供を産むかを表す数値）
は減少を続け2005年に1.26の過去最低を更新した。その後、徐々に回復したが2015年の1.45
をピークに近年は再び減少に転じ、新型コロナウイルス感染症の影響もあり2022年は1.26と
再び過去最低水準となった。日本の人口置換水準（人口を維持できる水準）の2.07とは大き
くかけ離れている。

出典：厚生労働省　我が国の人口についてを基に作成

あるいは、BCP対策が進んでいないことは
否めません。
　今後、医療やセルフメディケーションに
おけるOTC医薬品の位置付けを考えると、
医療関係者とも連携していかなければなり
ません。そのためには、OTC医薬品卸が
医療についてもっとしっかりと勉強しなけ
ればなりませんし、同時に医療用医薬品卸
の皆さんにも今回のビジョンをご覧いただ
き、セルフメディケーション推進について、
OTC医薬品卸が直面している状況や課題、取組み
などをご理解いただくとともに、将来の課題設定
や、行政当局への様々な提案のヒントなどにお役
立ていただければありがたいと思っています。
山岡　松井会長からは、医療用医薬品卸の皆さん
にも『セルフメディケーション推進ビジョン』を
ご一読いただきたいというお話がありました。医
療と国民のセルフメディケーションを支えるため、
卸連合会のメンバーとしてさらに連携していくこ
とを願っています。本日は長時間、誠にありがと
うございました。

OTC医薬品卸を取り巻く環境変化と�
� 「セルフメディケーション推進ビジョン」
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OTC医薬品卸の目指すべき方向性

●OTC医薬品卸の役割を認識して自信を持つ
山岡　ビジョンの三つ目のテーマは、持続可能な
流通体制です。就業人口が減少に転じる中、人材
不足はかなり深刻で、少子高齢化も進んでいます。
そのような中で、OTC医薬品卸の将来を担う人材
をいかに確保し、持続可能なOTC医薬品卸の流通
体制を築くことが今後の重要な課題になると思い
ます。OTC医薬品卸が直面している厳しい現状を
踏まえ、持続可能な流通体制についてお話しくだ
さい。
松井　一つは、極めてシンプルに、私たちがヘルス
ケアのインフラとして果たしている役割を皆で認
識して、自信を持つことが大事だと思っています。
維田　ビジョンでは、持続可能な流通体制に向け
て返品削減の取組みについて書かれています。返
品には小売店、卸、メーカーのそれぞれにおいて
過大なコストがかかります。そのコストは最終的
に商品の価格に転嫁され、本来の商品価値より高
い値段で買わざるを得ないので、消費者のために
なっていません。商品価値に見合った適正な価格
を形成するためにも、また、環境負荷を抑制する
上でも、返品は減らしていかなければならないと
痛感しています。
佐藤　ムリ・ムダ・ムラの削減については、先ほ
どから話に出ているデータの統一が一つのキー

ワードではないかと思います。また、人材の確保
では松井会長がお話しされていたとおり私たちが
自信を持つこと、中間流通業の魅力を伝えていく
ことが大事だと感じています。メーカーと小売業
との中間の立ち位置で、数多くの企業と取引して
いるからこそ幅広い知識が得られ、各社ともそれ
を活かして事業を進めています。そこには各社そ
れぞれの魅力があると思いますので、対外的に発
信することの重要性を感じています。

●競争から協働・協業へシフトする
関　これまでOTC医薬品卸は生き抜くために、
様々な競争をしてきました。商品を運ぶことにお
いても、それぞれの競争の中でコスト削減を図っ
てきています。それぞれ個社ごとの努力で進めて
きたわけですが、今後は、協働や協業にシフトし
ていかないと持続可能な成長は難しいのではない
でしょうか。
　OTC医薬品卸各社が特徴を活かして取引を進め
る競争はよいのですが、自社の商品を運ぶために
トラックを何便も走らせたり、逆に積み荷のない
便を走らせたりしてよいのでしょうか。その部分
は協働・協業により、持続可能な物流体制を築く
必要があるでしょう。先を見据えて協業できるこ
とは協業し、商品を一緒に運べるのであれば共同
配送することで持続可能なOTC医薬品卸の体制に
なるのではないかと思います。今回のビジョンで

O T C 医 薬 品 卸 �
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6

・内閣府の薬局の利用に関する世論調査（2020年10月調査）によると、「かかりつけ薬剤師・
薬局を決めている」または「薬局は一つに決めているがかかりつけ薬剤師は決めていない」
方は、年代が上がるに連れ増加傾向にあり、60代では28.1％、70歳以上では45.2％となる。

薬局を一つに、薬剤師を一人に決めているか

出典：内閣府　薬局の利用に関する世論調査（2020年10月調査）

7

・薬局を利用した際に相談したい内容は、「病院や診療所で処方された薬について」が49.1％
と最も多いものの、「市販薬について（17.2％）」、「病気や体調について（16.4％）」、「サプ
リメント・健康食品について（8.6％）」といったセルフメディケーションに直結する内容の
相談を求める方が相当数存在する。
・後期高齢者医療費が増大する中、高齢者はもちろんのこと若年層から幅広い世代に対して、
薬局・薬剤師によるカウンセリング機能の発揮が期待される。

薬局を利用した際に薬剤師に相談したい内容

出典：内閣府　薬局の利用に関する世論調査（2020年10月調査）

4

・疾患別医療費の推移では、医科診療医療費の内、生活習慣病医療費（悪性新生物、糖尿病、
高血圧性疾患、虚血性心疾患、脳血管疾患の合計）は2003年に7.95兆円であったものが、
2020年に9.48兆円（2003年比119％）と増加した。
・2003年から2020年にかけて特に構成比が増加した疾患は、「神経系の疾患」が8,801億円（構
成比+2.2％）増加、「筋骨格系及び結合組織の疾患」が8,138億円増加（同+1.2％）、「損傷、
中毒及びその他の外因の影響」が8,689億円（同+1.4％）増加した。

・生活習慣病は、不適切な生活習慣（肥満，塩分過多，運動不足，喫煙，過剰飲酒，ストレス
など）により進み、生活習慣の改善により予防できるが、そのリスクは生まれつきの体質
（遺伝子）が関係している。

疾患別医療費の推移

出展：厚生労働省　国民医療費の概要

単位：億円

5

・我が国は、人口減少と高齢化が急速に進展する中、公的保険外の予防・健康管理サービスの
活用（セルフメディケーションの推進）を通じて、生活習慣の改善や受診勧奨等を促すこと
により、「健康寿命の延伸」と「新産業の創出」を同時に達成し、「あるべき医療費・介護費
の実現」を達成することが必要不可欠である。
・生活習慣病等に関して、「重症化した後の治療」から「予防や早期診断・早期治療」に重点
化するとともに、地域包括ケアシステムと連携した事業（介護予防・生活支援等）に取り組
むことが求められる。

目指すべき医療費の支出「予防・健康管理への重点化」

出典：経済産業省ヘルスケア課　健康経営の推進について（2022年 4 月）

は、企業・業界の垣根を越えて物流リソースに関
する情報を共有し、保管・輸送経路等の最適化な
ど物流効率化を図るために経済産業省と国土交通
省が策定したフィジカルインターネットのロード
マップを掲載しているので、ご覧いただければと
思います。

●医療用医薬品卸でもビジョンの活用を
山岡　競争から協働・協業への移行は、OTC医薬
品卸協議会にとって最も重要なポイントの一つか
と思います。
　最後に本日の座談会の締め括りとして、松井会
長にセルフメディケーション推進に向けた決意を
お願いいたします。
松井　医療用医薬品卸とOTC医薬品卸の違いの一
つには、行政の関与度の違いがあります。医療用
医薬品は行政の指導のもと、各社が事業を進めて
きましたが、OTC医薬品への行政の関与は緩やか
であったこともあり、データ化が進んでいない、

2

・平均寿命と健康寿命との差は、男性では2001年の8.67年から2019年の8.73年と0.06歳広がり、
女性は2001年の12.28年から2019年の12.07年と、0.21歳縮まったものの、男女ともに平均寿
命の伸びに健康寿命の伸びが追いついていない。これは日常生活に制限のある期間、いわゆ
る不健康な期間が増加していることを示している。

・国連の「持続可能な開発目標（SDGｓ）」の中で、健康な生活とウェルビーイング（well-
being）のためのグローバル・アクション・プラン（SDG 3 ：あらゆる年齢の人々の健康
的な生活を確保し、福祉を推進する）が掲げられている。
・厚生労働省が2021年に発表した「主な国の平均寿命の年次推移」によると、日本の平均寿命
は男性が81.47歳、女性が87.57歳で、国別順位では女性が世界 1位、男性は世界 3位となっ
ている。
・一方で厚生労働省が掲げる21世紀の健康指針を表した「健康日本21」では、がんや循環器病
などの「生活習慣病」の増加、また高齢に伴う「寝たきり」や「認知症」の増加が問題視さ
れている。
・加齢が最大要因と考えられる認知症。平均寿命の伸長、高齢者数の増加に伴い、認知症患者
数は増加傾向にある。2025年には高齢者の 5人に 1人が、2040年には高齢者の 4人に 1人が
認知症を発症し、953万人に上ると推計される。

平均寿命：2001・2004・2007・2013・2016・2019年は、厚生労働省「簡易生命表」
2010年は「完全生命表」

出典：厚生労働省「e-ヘルスネット」

平均寿命と健康寿命の推移

3

②医療費の増大と健康寿命延伸へ向けた取組み

・国民医療費は2000年の30.1兆円から2019年の44.4兆円へ増加したが、2020年は新型コロナウ
イルス感染症による受診控えが影響し、43.0兆円と一時的な減少を示したが、2021年は45兆
円と再び増加した。
・将来の医療費の見通しでは、2025年に54.9兆円、2030年には62兆円と推計されている。
・後期高齢者医療費は急速に増加しており、2019年は17.1兆円（国民医療費に占める構成比は
38.5％）と過去最高を更新し、2022年は18.4兆円（予算ベース）と2008年から1.6倍と推計さ
れる。
・医療費が増え続ける要因としては、医療技術の進歩、高齢者人口の増加、縮まらない平均寿
命と健康寿命の差、疾病の構造変化等が考えられるが、国民皆保険制度により何時でも誰で
も何処でも手軽に医療が受けられるフリーアクセスも一つの要因といえる。

医療費の推移

出典：財務省　財政制度分科会（社会保障参考資料）

1

第 1章　市場環境の変化

◇少子高齢化の影響により医療費は膨張。社会保障制度は危機的状況

①人口減少と高齢化

・日本の人口は、戦後のベビーブームと高度経済成長を背景に急激に増え続け、1950年に8,411
万人だったものが、1985年には12,000万人を突破した。
・2008年の12,808万人をピークに減少に転じ、2020年の国勢調査では12,615万人、2050年代に
は 1億人を割り込み、2070年には8,700万人になると推計されている。
・年齢階級別には、2020年の国勢調査によると、14歳以下の年少人口が1,503万人（総人口の
11.9％）、15 ～ 64歳の生産年齢人口が7,509万人（同59.5％）、65歳以上の高齢者人口が3,603
万人（同28.6％）となっている。
・高齢化率（総人口に占める65歳以上人口の割合）は団塊の世代が後期高齢者（75歳以上）と
なる2025年には30.0％、2070年には38.7％になると推計されている。
・かつて4.0を超えていた合計特殊出生率（一人の女性が生涯に何人子供を産むかを表す数値）
は減少を続け2005年に1.26の過去最低を更新した。その後、徐々に回復したが2015年の1.45
をピークに近年は再び減少に転じ、新型コロナウイルス感染症の影響もあり2022年は1.26と
再び過去最低水準となった。日本の人口置換水準（人口を維持できる水準）の2.07とは大き
くかけ離れている。

出典：厚生労働省　我が国の人口についてを基に作成

あるいは、BCP対策が進んでいないことは
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